
４  特集　比婆道後帝釈国定公園 50 年

２  広報しょうばら創刊 100 号

10  緊急経済対策を実施

12　定住に向けた新しい取り組み始めます

14　高速バスの運行経路が変わります

15　参議院議員通常選挙投票日は７・21

16　　地域審議会委員募集／庄原市成人式

17　シリーズ100 歳まで楽しめる野菜づくり

　　安心・安全な毎日のために　　

18　庄原夏まつり情報

19　健康広場　　20　市政トピックス

22　カメラレポート　　26　お知らせ

7

広報しょうばらを手に会話が弾む
板倉昭雄さんご一家（板橋町）。

（関連記事２～３ページ）
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No.100

あ
な
た
の
そ
ば
に

「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」



全
市
民
に
向
け
て

唯
一
の
情
報
伝
達
ツ
ー
ル

　　
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」
は
、
毎
月
１
回
市

が
発
行
し
て
い
る
市
民
向
け
の
情
報
紙
で
、

市
の
施
策
や
動
き
、
市
内
で
起
こ
る
出
来
事

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、
紙
面
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。市
の
情
報
は
、行
政
文
書
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、そ
の
中
で
も
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」
は
、

全
市
民
に
届
く
唯
一
の
広
報
媒
体
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
情
報
化
社
会
に

な
ぜ
広
報
紙
な
の
か

　　

現
代
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
情
報
を

入
手
す
る
時
代
で
す
。
机
の
上
で
簡
単
に
世

界
各
地
の
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

は
自
分
か
ら
情
報
を
得
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

手
に
入
り
ま
せ
ん
し
、
何
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
使
え
る
環
境
が
必
要
で
す
。

　

反
面
、
広
報
紙
は
各
世
帯
に
必
ず
届
く
の

で
、
家
の
ど
こ
か
に
置
い
て
あ
れ
ば
手
に
し

て
読
ん
で
も
ら
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
月
そ
の
月
の
情
報
を
ま
と
め

て
い
る
の
で
、
い
つ
何
が
あ
っ
た
か
と
い
う

の
を
把
握
す
る
の
に
と
て
も
重
宝
し
ま
す
。

市
役
所
の
公
文
書
は
保
存
期
限
が
決
め
ら

れ
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
廃
棄
さ
れ
ま
す
が
、

広
報
紙
は
永
久
保
存
文
書
と
し
て
後
世
ま
で

残
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？
「
音
声
広
報
」

　

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
音
声
広
報

を
作
成
し
届
け
る
活
動
を
30
年
以
上
続
け
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
声
の
友
」
は
、

毎
月
広
報
し
ょ
う
ば
ら
発
行
後
に
集
ま
り
、

音
声
広
報
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

収
録
作
業
は
、
専
用
の
録
音
機
を
使
っ
て

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
声
を
吹
き
込
ん
で
い
き

ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
や
内
容
ご
と
に
メ
ン
バ
ー

を
入
れ
替
え
な
が
ら
、
約
４
時
間
か
け
て
広

報
し
ょ
う
ば
ら
を
読
み
上
げ
収
録
し
ま
す
。

「
聞
く
人
が
で
き
る
だ
け
聞
き
や
す
い
よ
う

に
」
と
、録
音
と
再
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

納
得
い
く
ま
で
収
録
作
業
を
進
め
ま
す
。
収

録
し
終
え
た
テ
ー
プ
は
、
利
用
者
の
人
数
分

ダ
ビ
ン
グ（
複
製
）し
、
利
用
者
の
も
と
へ
郵

送
。
収
録
は
広
報
し
ょ
う
ば
ら
の
ほ
か
、「
市

議
会
だ
よ
り
」

や
「
社
協
だ
よ

り
」
も
行
っ
て

い
ま
す
。
利
用

者
か
ら
は
「
い

つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
」「
読

み
上
げ
る
声

（
人
）
が
変
わ

る
の
で
た
い
く
つ
せ
ず
に
聞
け
る
」
と
好
評

で
す
。

　

長
年
続
け
て
き
た
活
動
で
す
が
、
現
在
は

11
人
の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
代
表

の
山
下
明
子
さ
ん（
峰
田
町
）
は
「
お
そ
ら

く
目
の
不
自
由
な
方
は
も
っ
と
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
。
利
用
料
は
無
料
な
の
で
、

文
字
を
見
る
の
が
し
ん
ど
く
な
っ
て
き
た
と

い
う
方
も
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
60
歳
以

上
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
一
緒
に

活
動
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て
い
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
山
下
明
子
代
表
（
☎

０
８
２
４
‐
７
８
‐
２
６
２
０
）
ま
で
。

より親しまれる広報紙へ　　　
皆さんの声をお寄せください
　広報紙で詳しく説明したつも
りでも、伝わらなければ理解は
得られません。ましてや、読んで
いただかなければ出す意味があ
りません。広報紙は読者の皆さ
んの声によって作られます。
　今後も皆さんが読んでみたい
と思える紙面づくりに努めてい
きます。ご意見ご感想を情報政
策課広報広聴係（☎0824-73-
1159）までお寄せください。

市内女性16 人のグループ。
庄原市ふれあいセンターを拠点に活動している。

　毎月広報しょうばらを読んでいます
が、情報紙としてかなりしっかりと作
られている印象です。私たち新聞記者
は記事を書くのが仕事ですが、多くの
業務を持ちながら広報紙を作成されて
いるのは率直によくやられていると思
います。
　内容を見ると、行われた過去の記事
が多いように思いますので、終わった
ものよりもこれから行われるものを掲
載したほうが、より読者に興味を持っ
てもらえるのではないでしょうか。
　我々地方紙はローカルネタが命で
す。そういった意味で、各地域の情報
を広く取り上げているところは良いで

すね。共通して言えることは「正しい
情報を伝えること」、そして「しっか
りと地元のことを伝えること」が大切
です。記事は、『１００を聞いて１を
書く』と言われます。それだけ取材が
大事です。私にも過去、誤った内容を
掲載し指摘を受けた苦い経験がありま
す。そのときは取材が足りなかったと
反省しました。
　行政情報も大切ですが、地域の人が
元気になる記事を大切にしてほしいで
すね。それと、市の職員がもっと紙面
に出たほうがいい。そうすることで、
市役所に親しみを持ってもらえると思
います。

　広報しょうばらは市の歴史書として一番
だと思います。毎月欠かさず発行されてい
るので、市で起こった出来事が月の流れで
把握できますし、情報が凝縮されているの
で市の歴史を知るのにとても役立ちます。
過去の広報紙は大切に保存し、興味を持っ
た記事があれば広報紙を見返して、当時と
今の違いを確認するなどしています。
　広報しょうばらはうまく構成されていて、
よくできていると思います。私も自治振興区の役員として振興区だよ
りを担当しているので、広報紙を作成される苦労がよく分かります。
地域のことがわかるカメラレポートがいいですね。写真が白黒だとな
かなか伝わってこない部分があるので、ぜひカラーページを増やして
ほしいですね。
　市民と行政をつなぐ一番のパイプ役は広報紙だと思いますので、今
後も頑張ってください。

記念すべき創刊号の表紙

全 16 ページ。巻頭は新生庄原市の
出発に期待する市民の声を掲載した

広報しょうばら

広報しょうばら

　毎月、皆さんのご家庭にお届けしている市の
情報紙「広報しょうばら」。合併した平成 17 年
４月に創刊し、今月で１００号を迎えました。
　今回は、「広報紙」について、少し目を向け
てみたいと思います。

市民と行政をつなぐ一番のパイプ役が
「広報しょうばら」だと思います

地域を元気にする記事を大切に、
しっかりとした情報を正しく伝えること

Intervew

Intervew

増
ま す だ

田　敏
としあき

明さん（東本町）

創刊100号

創刊100号

中国新聞社　庄原支局長
　森

もりした

下　敬
けい

さん

ボランティアグループ「声の友」

情報を伝えるプロに聞く

１_ 増田さんは合併以降
の広報紙をすべて保存。
２_ チェックリストを作
り、旧庄原市の広報紙も
収集。３_ 何か気になる
ことがあれば、すぐ手に
取って確認しています。

１ ２

３録音作業の様子

  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 2 3｜２０１３．７月号｜広報しょうばら



  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 4 5｜２０１３．７月号｜広報しょうばら



  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 6 7｜２０１３．７月号｜広報しょうばら



  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 8 9｜２０１３．７月号｜広報しょうばら



　

国
は
、長
引
く
円
高
や
デ
フ

レ
に
よ
る
不
況
、雇
用
の
減
少

な
ど
に
よ
り
景
気
の
底
割
れ
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、雇
用
や
所
得
が
拡
大
す

る
経
済
へ
の
転
換
を
目
的
に
、

平
成
24
年
度
補
正
予
算
に
よ
る

緊
急
経
済
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、市
は
平
成
25

年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
て

い
た
事
業
の
う
ち
、緊
急
性
が

高
い
事
業
や
、将
来
市
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
事
業
な
ど

を
前
倒
し
す
る
形
で
、平
成
24

年
度
３
月
補
正
予
算
に
計
上

（
11
億
１
０
３
８
万
円
）し
、実

施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、緊
急
経
済
対
策
で

実
施
し
た
追
加
事
業
に
対
す
る

地
方
負
担
額
の
軽
減
の
た
め
、

「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」

４
億
７
５
２
８
万
円
が
交
付
さ

れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、平
成
25
年
度
６
月
補
正
予

算
に
こ
の
一
部
を
計
上
し
、一

般
財
源
や
地
方
債
を
軽
減
さ
せ

る
と
と
も
に
、地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

緊急経済対策
緊急性の高い事業・将来の市の負担軽減につながる事業を選択実施

財政課理財係　☎ 0824-73-1202

　平成 24 年度３月補正予算（第11号・第12号）で計上した事業

　平成 25 年度６月補正予算で「地域の元気臨時交付金」を活用する事業

事 業 内 容 予　算　額

①復興・防災対策
●除雪事業

　　・・・除雪機械更新（２台）

●社会資本整備交付金事業

　　・・・市道の路面損傷状況調査、舗装修繕工事

●災害防除事業

　　・・・市道の法面・盛土・擁壁などの防災点検

●消防施設整備事業

　　・・・耐震性貯水槽整備（防火水槽２基）

●小学校施設整備事業

　　・・・小奴可小プール整備、口南小・口北小トイレ水洗化

●学校給食施設整備事業・・・東城学校給食調理場整備

７億７，２０１万円

②成長による富の創出
●小学校事務局教育振興事業・・・全19小学校へ理科・算数教材を整備

●中学校事務局教育振興事業・・・全７中学校へ理科・数学教材を整備
１，９１２万円

③暮らしの安全・地域活性化
●過疎集落等自立再生緊急対策事業・・・高野の逸品開発・着地型観光推進ほか

●基盤整備促進事業・・・農道改良、水路・頭首工改修ほか

●道整備交付金事業・・・市道熊野線（庄原）ほか７路線の改良工事

●土地区画整理事業・・・駅前広場整備実施設計ほか（庄原）

●都市再生整備事業・・・市道五反田堰切線（東城）改良工事

●東城まちなみ整備事業・・・まちなみ整備社会実験

３億１，９２５万円

合   計 １１億１，０３８万円

※上記の事業費のうち、県からの補助金などを除いた一般財源および地方債部分に、「地域の元気臨時交付金」
４億７，５２８万円のうち、３億３，７００万円を活用します。残りの１億３，８２８万円の活用方法について
は、今後検討していきます。

事 業 内 容 予　算　額

①安全・安心な地域生活環境の充実
●災害防除事業
　　・・・市道出口線（西城）ほか３路線の

災害防止工事
●道路新設改良事業・・・市道舗装工事

２億６，２３４万円

②子育て・教育施設の充実
●保育所管理運営事業・・・高保育所・七塚保育所駐車場整備

●小学校事務局管理事業・・・山内小駐車場整備

●学校給食施設整備事業・・・東城学校給食調理場整備に伴う受け入れ施設の改修

２，５１２万円

③農山村の活性化と農林業の再生
●農業公社事業

　　・・・貸与用農機具（田植機ほか）の更新

●小規模農業基盤整備事業

　　・・・ため池の整備

●小規模崩壊地復旧事業

　　・・・山林崩壊地の復旧工事

５，２６４万円

④協働の拠点整備
●自治振興センター等管理運営事業・・・峰田自治振興センター外壁改修工事ほか

●農村集会施設等管理事業・・・大月農村公園整備

８，９８９万円

⑤その他の施設の整備・補修など
●観光交流事業

　　・・・観光案内看板（松江道誘導看板）設置工事

●観光施設管理事業

　　・・・道の駅たかの駐車場整備、

リストアステーショントイレほか改修

●都市公園管理事業

　　・・・上野総合公園サッカーベンチ設置

●社会体育施設管理事業

　　・・・スポーツ広場グラウンド整備

４，３６７万円

合   計
（うち「地域の元気臨時交付金」の額）

４億７，３６６万円
（３億３，７００万円）

更新予定の除雪機械

市道川西菅線

ため池の整備

リストアステーション

  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 10 11｜２０１３．７月号｜広報しょうばら



　

本
市
は
、平
成
19
年
度
か
ら
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、事
業
実
施
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
見
直
し
、本
年

度
か
ら
新
た
に
４
つ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、さ
ら
な
る
定
住
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

転
入
定
住
者
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

起
業 

を 

応
援 

し
ま
す
　

転
入
定
住
者
起
業
補
助
金

補
助
対
象
者

　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
本
市
へ
転
入

し
、転
入
後
概
ね
１
年
以
内
に
、市
内
を
拠
点

に
起
業
し
よ
う
と
す
る
方
。

補
助
対
象
事
業

　

広
島
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
制
度
が
利

用
で
き
る
業
種
の
起
業
。

補
助
対
象
経
費

　

起
業
の
た
め
の
市
場
調
査
、研
修
や
視
察

な
ど
の
事
前
調
査
、商
品
の
試
作
、実
験
販

売
、施
設
や
設
備
の
整
備
な
ど
に
要
す
る
経

費
で
、市
長
が
認
め
た
経
費
。

補
助
額

　

上
限
２
０
０
万
円（
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１
）

締
め
切
り　

８
月
30
日
（
金
）

選
定
方
法

　

申
請
の
事
業
は
、審
査
会
で
内
容
を
審
査

し
、事
業
候
補
を
選
定
し
ま
す
。（
９
月
予
定
）

事
業
の
認
定

　

補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

必
ず
補
助
対
象
事
業
の
着
手
前
に
、転

入
定
住
者
住
宅
取
得
お
よ
び
改
修
補
助

事
業
認
定
申
請
書
を
提
出
し
、事
業
の

認
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

転
入
定
住
者
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
住
ま
い
を
確
保 

す
る
た
め
に

転
入
定
住
者
住
宅
取
得

お
よ
び
改
修
補
助
金

補
助
対
象
者

　

次
の
項
目
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
平
成
25

年
４
月
１
日
以
降
の
転
入
定
住
者
。

○ 

転
入
日
ま
た
は
事
業
の
認
定
を
し
た
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
に
、補
助
対
象
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
。

○ 
本
市
に
永
住
し
、自
治
振
興
区
お
よ
び
自

治
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
こ

と
。

○ 

事
業
完
了
報
告
書
を
提
出
す
る
日
に
転

入
し
て
い
る
こ
と
。

※ 

補
助
金
交
付
の
対
象
と
な
る
住
宅
が
共

有
の
場
合
は
、共
有
者
の
内
一
人
が
補
助
対

象
者
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
事
業　

　

新
築
・
購
入
・
改
修

　

※
改
修
は
、本
人
ま
た
は
２
親
等
以
内
が

所
有
す
る
物
件
と
し
ま
す
。

補
助
金
額

※
新
規
購
入
と
改
修
は
併
用
可
能

●
新
築
・
新
規
購
入

上
限
１
０
０
万
円
（
費
用
の
10
％
以
内
）

●
改
修

上
限
50
万
円
（
費
用
の
20
％
以
内
）

●
加
算　

子
育
て
中
の
世
帯
は
、同
居
す
る

子
ど
も
の
人
数
に
応
じ
て
加
算

18
歳
未
満
１
人　

５
万
円

18
歳
未
満
２
人
以
上　

10
万
円

「
転
入
定
住
者
」と
は

　

転
入
日
前
の
１
年
間
、本
市
に
住
民
登

録
の
実
績
が
な
い
方
で
、永
住
の
意
思
を

も
っ
て
本
市
に
転
入
し
た
方

補
助
申
請
を
検
討
す
る
場
合
は
、早

め
に
自
治
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
定
住

推
進
係
（
☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐

１
２
５
７
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

新
婚
世
帯
の
定
住

を 

応
援 

し
ま
す　

新
婚
世
帯
定
住
促
進
補
助
金

補
助
対
象
者

　

市
内
の
家
賃
月
額
３
万
円
以
上
の
民
間
賃

貸
住
宅
に
、配
偶
者
と
同
一
世
帯
と
し
て
住

所
登
録
し
て
い
る
住
宅
賃
貸
借
契
約
の
契
約

者
（
借
主
）。

　

申
請
日
に
、婚
姻
の
届
出
日
か
ら
１
年
以

内
（
平
成
24
年
４
月
～
平
成
24
年
８
月
の
間

に
婚
姻
の
届
け
出
を
し
た
方
は
、１
年
５
カ

月
以
内
）の
夫
妻
で
、い
ず
れ
も
40
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
。

補
助
の
内
容

　

月
額
実
質
家
賃
負
担
額
か
ら
３
万
円
を
差

し
引
い
た
額
（
上
限
２
万
円
）

　

市
外
へ
通
勤
し
て
い
る
場
合
は
、月
額

３
０
０
０
円
（
１
世
帯
あ
た
り
）を
加
算

補
助
対
象
期
間

　

申
請
の
翌
月
か
ら
12
カ
月

　
自
治
振
興
区
が
取
り
組
む
　
　
　
　
　
　

　
　
定
住
促
進
活
動
　
　
　
　
　

　         

　
　
　
　
を 

応
援 

し
ま
す

自
治
振
興
区定

住
促
進
活
動
補
助
金

補
助
対
象
者

　

自
治
振
興
区
お
よ
び
そ
の
連
合
体

補
助
対
象
事
業

　

補
助
対
象
者
が
主
体
的
に
行
う
定
住
促
進

活
動

補
助
対
象
経
費

　

補
助
対
象
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
。

た
だ
し
、食
糧
費
は
除
き
ま
す
。

補
助
額

　

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
、上
限
50
万
円

　私の実家がうどん屋をしており、妻の実家がある比和でそば作りの手伝い
もしていたことなどから、そば店を開業したいと思っていました。近隣市町で
の出店も検討していましたが、庄原市の補助制度に魅力を感じ、また、庄原産
のそばの品質が良いということも決め手となり、現在の場所に出店すること
に決めました。
　現在、そばの単価が高いため、お客さまに提供する価格も高めに設定しなけ
ればなりませんが、この補助制度を利用し、必要な機材をそろえることができ
たので、通常よりも安い価格でそばを提供することができています。地元の方
から直接そばが仕入れできることも大きなメリットです。
　おかげさまで、開店当初から多くの方にご来店いただき、地元の方にもご支
援いただく中で、県外からのお客様も増えてきました。行政も補助制度を含め
バックアップしてくれる体制があるので、ここで開業で
き改めて良かったと実感しています。
　庄原には、備北丘陵公園など多くの観光資源があるの
で、飲食業や地域産業などと連携することで、より魅力
的なまちになると思います。私たちもその部分に少しで
もかかわれるよう、頑張っていきたいと思います。

に
向
け
た

新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
！

―
新
補
助
制
度
を
創
設
―

It resides permanently in Shobara

自
治
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
５
７

先輩に

聞く
平成 23 年度庄原市起業支援補助金を活用し、「そば処みのり」
を開業した丸亀実朋さん（三次市出身）にお話を聞きました。

丸
まるがめじつとも

亀実朋さん・亜
あ き

紀さん
ご夫妻

定
住

「そば処みのり」は、ミシュランガイド広島 2013
特別版では庄原市で唯一評価を獲得しました

ふるさと祭りで定住相談コーナーを開設（敷信自治振興区）

空家バンクに登録されている物件から

  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 12 13｜２０１３．７月号｜広報しょうばら



！

「道の駅たかの」からの利用は、
米子方面のみとなります。
ご注意を！！

　

国
道
１
８
３
号
を
経
路
に
運

行
す
る
高
速
バ
ス
（
広
島
～
米

子
線
）が
、７
月
20
日
㈯
か
ら
全

便
、松
江
自
動
車
道
（
中
国
横

断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
）経

路
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、「
庄
原
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
入
口
」の
停
留

所
が
、「
道
の
駅
た
か
の
」に
変

更
と
な
り
、広
島
～
米
子
間
の

所
要
時
間
が
３
時
間
50
分
か
ら

３
時
間
30
分
に
短
縮
さ
れ
、よ

り
速
く
、よ
り
快
適
に
移
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
道
の
駅
た
か
の
」か
ら
高
速

バ
ス
を
利
用
す
る
方
の
た
め

に
、専
用
の
駐
車
場
を
隣
接
し

て
整
備
し
て
い
ま
す
の
で
、ま

す
ま
す
便
利
に
な
っ
た
広
域
高

速
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

７月 21 日は参議院議員通常選挙の投票日です。
投票日には、忘れずに投票しましょう。
投票日の当日、用事などで投票所へ行くことができない人は、
期日前投票をしましょう。

「成年被後見人」として裁判所に後見登記され
ている人は、これまで選挙権がありませんで
したが、今回の選挙から投票が可能になりま
した。お手元の入場券を持って指定の投票所
へお出かけください。

【可能となる選挙運動の例】
●ホームページ、ブログ、ＳＮＳ（Facebook、Twitter など）で投票を呼びかけること。
●候補者や政党などが、投票を呼びかける内容の電子メールを送ること。（候補者または政党など以外
の第三者は送ることはできません。また、あらかじめ受信者の同意が必要です。）

注意
○今回の選挙からできるようになるのは、「インターネットを利用しての選挙運動」です。インターネット
（ホームページから、また電子メールなど）を利用して投票ができるものではありません。
○未成年者の選挙運動や、選挙当日の選挙運動、ホームページなどを印刷して頒布するなどの行為は、引
き続き禁止されています。
○候補者に対して、悪質な誹謗中傷をするなど、表現の自由を濫用して選挙の公正を害することのないよ
う、インターネットの適正な利用に努めてください。

インターネットの普及により、
候補者に関する情報の充実や有
権者の政治参加の促進などを
図るために、選挙期間中のイン
ターネットを利用した選挙運動
が解禁されました。

期日前投票は、７月５日（金）～ 20 日（土）の８時～ 20 時の間、
市役所本庁および各支所でできます。

高速バス（広島～米子線）の
運行経路が変わります

市民生活課生活安全係　☎０８２４-７３-１１５４

■時刻表

米　子　方　面

広　島　方　面

※広島バスセンターまたは三次インターチェンジで乗車した場合、道の駅たかのでは降車できません。

※道の駅たかのは降車のみとなり、乗車できません。

運行会社 広島バスセンター 三次インターチェンジ 道の駅たかの 米子駅

広電 10:05 11:32 12:04 13:35

日丸／日交 13:50 15:17 15:49 17:20

日丸／日交 16:40 18:07 18:39 20:10

運行会社 米子駅 道の駅たかの 三次インターチェンジ 広島バスセンター

日丸／日交 8:30 10:01 10:33 12:00

日丸／日交 12:15 13:46 14:18 15:45

広電 15:15 16:46 17:18 18:45

※予約制です。
※ＰＡＳＰＹの利用はできません。

　■予約・問い合わせ
広島電鉄㈱　　　☎ 082-207-1073　ホームページ http://www.hiroden.co.jp/bus/intercity/
日ノ丸自動車㈱　☎ 0859-35-0022　ホームページ http://www.hinomarubus.co.jp/
日本交通㈱　　　☎ 0859-35-0022　ホームページ http://www.nihonkotsu.co.jp/bus/highway/index.html

　　途
中下車

はでき
ません

20 分
短縮！

！

広島
米子

shob
ara-jy

osya-
mitin

o-eki
-taka

no-no
mi■　■

　■　
松江自

動車道
経由　

■　■
　■

 参議院議員通常選挙

詳しくは総務省ホームページをご覧ください。 ネット選挙運動総務省

投票日は

７月４日公示

第 23 回 

7月21日（日）

■今回の選挙から次の点が変わります■

「成年被後見人」の選挙権が

回復 します　　

インターネットを利用した選挙運動が

解禁 されます

１ ２

選挙管理委員会事務局　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１２６

Let's be careful ！

  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 14 15｜２０１３．７月号｜広報しょうばら



　

高
齢
者
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
！

　　

引
き
続
き
、県
内
で
健
康
食
品
を
送
り
つ

け
、代
金
を
だ
ま
し
取
る
「
送
り
つ
け
詐
欺
」

や
、年
金
事
務
所
や
市
役
所
を
装
う
「
医
療

費
の
還
付
金
な
ど
の
詐
欺
」、息
子
を
装
う

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、ま
ず

落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
。絶
対
に
一
人
で
決

め
ず
、家
族
、知
人
、警
察
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ご
家
族
に
高
齢
の
方
が
い
る
場
合

は
、こ
の
よ
う
な
詐
欺
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
し
、被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
！

　

室
内
に
侵
入
さ
れ
、現
金
な
ど
を
盗
ま
れ

る
盗
難
事
件
が
市
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

夜
間
、外
出
時
は
必
ず
施
錠
を
し
て
く
だ
さ

い
。自
宅
だ
け
で
な
く
、店
舗
や
事
務
所
な
ど

も
同
様
に
鍵
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
鍵
を
す
る
」「
外
出
時
も
室
内
の
電
気
や

テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ま
ま
に
す
る
」「
室
内
に
現

金
を
置
か
な
い
」な
ど
、ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛

け
が
盗
難
被
害
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

　　

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
の
多
く

は
、何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。携
帯
電
話
は
非
常
に
便
利
な
も
の

で
あ
る
反
面
、犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
り
、自
ら

犯
罪
を
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ
て
い
る
ご

家
庭
や
、今
後
持
た
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
ご
家
庭
で
は
、①
ど
ん
な
と
き
に
使
う
か

②
何
の
た
め
に
使
う
か
③
本
当
に
必
要
か
―

な
ど
に
つ
い
て
十
分
話
し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
で「
ル
ー
ル
」を
作
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

ま
た
、子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る

場
合
は
、必
ず「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」を
設
定

し
、有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
を
行

い
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
（
そ
の
４
）

　

今
し
ば
ら
く
、お
盆
を
過
ぎ
る
ま
で
は
草

と
の
格
闘
が
続
き
ま
す
。と
い
う
わ
け
で
、今

回
は
雑
草
の
話
で
す
。

今
月
の
豆
知
識

～
株
元
は
涼
し
げ
に
～

　

ビ
ワ
や
イ
チ
ジ
ク
、ス
モ
モ
と
い
っ
た
庭

先
果
樹
の
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
る
方
は
、ぜ

ひ
知
っ
て
お
き
た
い
雑
草
の
話
で
す
。

　

果
樹
は
野
菜
と
違
っ
て
草
に
負
け
て
し
ま

う
こ
と
が
少
な
い
た
め
、除
草
も
つ
い
つ
い

遅
れ
が
ち
で
す
よ
ね
。ま
た
、菜
園
の
草
を
刈

り
払
っ
た
後
、集
め
て
庭
先
果
樹
の
株
元
に

積
み
上
げ
る
人
も
い
ま
す
。こ
れ
は
、い
ず
れ

も
果
樹
を
弱
ら
せ
枯
ら
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
、や
っ
て
は
い
け
な
い
危
険
な
行
為

で
す
。

～
雑
草
が
害
虫
を
鳥
か
ら
守
る
～

　

果
樹
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ（
そ
の
幼
虫
が

テ
ッ
ポ
ウ
ム
シ
）を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
樹

幹
害
虫
が
狙
っ
て
い
ま
す
。け
れ
ど
、幹
に
産

卵
に
来
た
害
虫
の
大
半
は
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥

に
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、株
元
に
雑
草
が
生
い
茂
っ
て

い
た
り
、刈
っ
た
草
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
り

し
て
い
る
と
、草
が
害
虫
を
鳥
た
ち
か
ら

守
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。カ
ミ
キ
リ
の
よ
う

な
大
型
害
虫
の
集
中
攻
撃
を
受
け
た
場
合

は
、大
き
な
イ
チ
ジ
ク
だ
っ
て
枯
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
手
抜
き
作
業

～
理
屈
に
あ
っ
た
除
草
の
手
抜
き
～

　

逆
に
手
抜
き
し
た
い
の
が
菜
園
の
ス
イ
カ

と
コ
ン
ニ
ャ
ク
。ス
イ
カ
栽
培
の
大
敵
は
、肥

料
の
効
き
過
ぎ
と
カ
ラ
ス
で
す
。雑
草
が
余

分
な
肥
料
を
吸
っ
て
ツ
ル
ボ
ケ
を
防
い
で
く

れ
る
し
、カ
ラ
ス
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
し
、ツ

ル
を
踏
む
と
い
う
事
故
も
起
き
な
い
か
ら
、

梅
雨
明
け
の
除
草
は
手
抜
き
し
ち
ゃ
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、コ
ン
ニ
ャ
ク
は
強
い
日
差
し
は
嫌

い
で
、葉
っ
ぱ
は
年
に
一
枚
し
か
出
な
い
の

で
除
草
は
手
抜
き
し
て
い
い
で
す
よ
～
！

私
に
も
で
き
る
獣
害
対
策　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
０
１
１
０

　

本
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、新
成
人
を
祝
い
た
い
市
民
の
皆
さ

ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
15
日
（
木
）

【
受
付
】９
時
30
分
～

【
式
典
】10
時
～

【
記
念
行
事
】10
時
35
分
～

【
記
念
撮
影
】11
時
35
分
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

対
象
者

　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、市
内
在
住
ま
た
は

庄
原
市
出
身
の
人
。

申
し
込
み　

　

対
象
者
に
は
７
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
人
に
は
案
内
状

が
送
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
支
所
教
育
室
へ
事
前
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○
庄
原
市
に
居
住
し
て
い
る
が
、庄
原
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

○
庄
原
市
の
出
身
で
、庄
原
市
以
外
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人

○
７
月
１
日
以
降
に
、庄
原
市
に
転
入
（
住

民
登
録
）し
た
人

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
（
成
人
式
実
行
委
員
会
主
催
）

時
間　

12
時
30
分
～
（
成
人
式
終
了
後
）

会
場　

庄
原
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

参
加
費　

３
０
０
０
円
程
度

そ
の
他

　

西
城
町
・
東
城
町
・
口
和
町
・
高
野
町
・
比

和
町
・
総
領
町
か
ら
無
料
送
迎
を
行
う
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
８

電
子
メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.shob

ara.hiroshim
a.jp

ま
た
は
各
支
所
教
育
室

市
は
、地
域
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、合
併
前
の
市
町
の
区
域
ご
と
に
地

域
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

地
域
審
議
会
で
は
、新
市
建
設
計
画
の
変

更
や
各
区
域
に
お
け
る
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
に
関
し
、市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
す

る
ほ
か
、審
議
会
で
必
要
と
認
め
る
要
望
な

ど
に
つ
い
て
、市
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

各
地
区
の
審
議
会
は
、公
共
的
団
体
の
役

職
員
、学
識
経
験
の
あ
る
者
、一
般
公
募
（
３

人
程
度
）に
よ
り
選
任
し
た
委
員
15
人
以
内

で
構
成
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、第
４
期
委
員
の
任
期
が
８
月

末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、次
期
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

●
応
募
資
格

●
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、満
20
歳
以
上

の
人

●
委
員
に
な
ろ
う
と
す
る
地
域
審
議
会
の
区

域
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

 

●
募
集
人
数　

　

各
地
区
地
域
審
議
会
に
３
人
程
度

　
（
原
則
と
し
て
女
性
２
人
以
上
）

 

●
任
期　

　

９
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

 

●
応
募
方
法　

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。応
募
用
紙
は
、企
画
課
ま
た
は
各
支
所

企
画
調
整
室
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

●
応
募
期
限　

　

８
月
５
日
㈪
ま
で
（
消
印
有
効
）

 
●
選
考

　

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、原
則
、抽
選

に
よ
り
委
員
を
選
考
し
ま
す
。

 

●
そ
の
他

１
．会
議
開
催
の
都
度
、市
が
定
め
る
報
酬
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

２
．応
募
の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、

本
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。な
お
、決
定
者
は
氏
名
・
年
齢
な
ど
を
公

表
し
ま
す
。

３
．こ
れ
ま
で
に
他
の
審
議
会
な
ど
を
含
め
、

公
募
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

４
．会
議
は
年
１
回
以
上
開
催
し
ま
す
。（
本

年
度
は
２
回
開
催
予
定
）

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
８

ま
た
は
各
支
所
企
画
調
整
室

庄
原
市成

人
式

地
域
審
議
会

（近畿中国四国農業研究センター井上雅央）

集
募

員
委

シリーズ
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　体内では膵
すいぞう

臓から分泌されたインスリンと
いうホルモンが、ブドウ糖などの代謝をつかさ
どっています。このインスリンが少なくなった
り働きが悪くなったりした状態が糖尿病です。

　現在、日本には1000 万人の糖尿病患者がいる
とも言われています。インスリンがほとんど出
なくなった１型と、ある程度残っている２型に
分けられています。

　“多食・多飲・多尿が特徴的”と言われます。こ
ん睡状態になって入院することもありますが、
初期の糖尿病の方の多くは、ほとんど症状はあ
りません。しかし、進行していくとさまざまな合
併症を引き起こします。腎機能が低下して最終
的には人工透析が必要になる「腎症」、失明に
至ってしまう「網膜症」、あるいは「脳卒中」や「心
筋梗塞」なども合併症です。

８月は夏祭り月間！恒例の夏祭りが市内各地で開催されます。見物はもちろん、食
べてよし、踊ってよし、とにかく参加して楽しもう！みんなで熱く盛り上がろう！

七夕まつり in ふるさと高野
子どもみこしを先頭に、七夕行列が新市商店街を練り
歩きます。昔懐かしい雰囲気の祭りが楽しめます。150
発の納涼花火大会が見どころです。
■と　き　８月３日（土）19 時～
■ところ　高野町新市市街地、ふれあい広場
■問い合わせ
　備北商工会高野支所　☎0824-86-2011

東城「遊夏祭」（花火大会）
たくさん出店が集まり、とてもにぎやかなお祭です。ス
テージショーをはじめ楽しい催しが盛りだくさん。山
間に響く1,200 発の花火は見ごたえあり！
■と　き　　８月10 日（土）18 時～
■ところ　　東城小学校グラウンド
■問い合わせ
　東城「遊夏祭」実行委員会（東城町商工会内）
　☎08477-2-0525

第 20回ヒバゴン郷どえりゃあ祭
夜空を彩る2,000 発の花火と西城川の清流を照らすた
くさんの灯ろうが見どころです。どえりゃあパレード
や子ども抽選会、そのほか楽しい催しがいっぱいです。
■と　き　　８月13 日（火）13 時～22 時
■ところ　　西城町市街地
■問い合わせ
　ヒバゴン郷どえりゃあ祭実行委員会　　　　　　　
　（備北商工会本所内）☎0824-82-2904

ふるさと盆踊り・花火大会 in 比和
会場近くを流れる比和川沿いに700 個余りの灯ろうが
設置され、幻想的な光で辺りを照らします。ミニゲーム
や盆踊りの後、花火が比和の夜空を飾ります。
■と　き　　８月15 日（木）19 時30 分～22 時
■ところ　　比和中学校グラウンド
■問い合わせ
　ふるさと盆踊り花火大会実行委員会
　（備北商工会比和支所）　☎0824-85-2330

第 33回庄原よいとこ祭
　庄原の夏を締めくくる一大イベントです。24 日夜の
恒例パレードでは、出演団体の熱き踊りが観客を魅了
します。特設ステージやバザー、芸能祭など各種イベン
トが盛りだくさんです。
■と　き　８月 24 日（土）・25日（日）
■ところ　庄原市街地、メーン会場庄原小学校　ほか
■問い合わせ　
　庄原よいとこ祭実行委員会　☎0824-72-7465

しょうばら夏まつり花火大会
約3,000 発の花火が、庄原の夜空を華やかに彩ります。
水面に映る仕掛け花火もみどころです。
■と　き　８月25 日（日）19 時30 分～
　　　　　※雨天の場合は26 日（月）に順延
■ところ　上野公園
■問い合わせ　
　庄原市観光協会庄原支部
　☎0824-73-0602

○よいとこボランティアスタッフ募集○

　夏の風物詩「庄原よいとこ祭」のボランティアスタッ
フを募集します。笑顔あふれる庄原よいとこ祭を一緒
に作っていきませんか？
活動期間　８月23 日（金）～26 日（月）
活動場所　庄原市役所、庄原小学校、市街地周辺ほか
活動内容　庄原よいとこ祭開催に伴う、運営サポート

【主な活動内容】　お客さまの案内、整理誘導補助、会場
美化、会場設営補助、開催前準備・片付けなど
応募条件　①やる気のある方、人のために何かをした
い方で、8 月23 日～26 日に活動できる方。※少しの時
間でも結構です。②応募時に高校生（16 歳）以上である
こと※高校生の活動時間は21 時までとし、参加に対し
て保護者の承諾が必要です。
応募締め切り　7 月26 日（金）17 時まで
応募方法　電話かE-mail で直接ご連絡ください。
その他　一緒にイベントを企画するスタッフ（実行委
員）も同時募集中。
問い合わせ　庄原よいとこ祭実行委員会事務局
☎・FAX 兼0824-72-7465（月～金10 時～17 時）
電子メール　yoitoko33@gmail.com

　なりやすい体質の人に過食や運動不足が重
なって発症すると言われています。ですから、身
内に糖尿病の方がいる方は要注意です。バラン
スのとれた食事を心掛け、しっかり運動を行う
ことが予防につながります。肥満の方はそれに
よって肥満を解消することになります。

　初期にはほとんど症状がないのが糖尿病の恐
ろしいところです。定期健診や人間ドックを積
極的に受けましょう。
　その結果、血糖値やHb A1c（１カ月程度の血

糖値を反映している）の異常を指摘されたら早
めに医療機関を受診し、必要なら精密検査（ブ
ドウ糖負荷試験）を受けたり食事指導を受けた
りするようにしましょう。

健

広
場

康h
e

a
lth

y c
o

lu
m

n

庄原赤十字病院　第二内科部長

服　部　宜　裕

糖尿病 を
予防しましょう

糖尿病とは？

糖尿病の症状は？

糖尿病の予防は？

早期発見のために

庄原夏まつり今年も熱い夏がやってくる！

  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 18 19｜２０１３．７月号｜広報しょうばら



  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 20 21｜２０１３．７月号｜広報しょうばら

●しょうばら
　ゆめさくら

中国自動車道

農業技術大学校●

板橋小
●

庄原IC

432

商工観光課

地
元
雇
用
の
創
出
に
期
待

市
営
庄
原
工
業
団
地
へ
新
た
に
企
業
が
進
出

総務課
教育総務課

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
届
け
ら
れ
る

東
城
出
身
の
山
脇
節
惠
さ
ん
が
寄
付

生涯学習課

陸
上
競
技
の
基
本
技
術
を
学
ぶ

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

保健医療課

気
に
な
る
健
康
を
楽
し
く
チ
ェ
ッ
ク

健
康
福
祉
ま
つ
り
開
催

■位置

Topics   SHISEI  Topics市政トピックス

市
と
タ
ナ
カ
シ
ョ
ー
デ
ン
㈱
（
田
中
秀
和

代
表
取
締
役
）は
６
月
17
日
、市
営
庄
原
工
業

団
地
進
出
に
向
け
た
立
地
協
定
の
調
印
式
を

市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、市
営
庄
原
工
業
団
地
へ
の

企
業
進
出
は
10
社
目
と
な
り
ま
す
。

タ
ナ
カ
シ
ョ
ー
デ
ン
㈱
は
電
気
・
電
子
制

御
盤
な
ど
を
主
に
製
造
し
て
い
る
企
業
で
、

今
後
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
需
要
が
見
込
ま
れ

る
繊
維
工
場
向
け
機
器
の
受
注
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、新
工
場
を
建
設
し
て
生
産
体
制

を
整
え
る
計
画
で
す
。今
後
、従
業
員
を
20
人

程
度
増
や
す
見
込
み
で
、地
元
の
雇
用
の
受

け
皿
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

東
城
町
出
身
で
広
島
市
西
区
在
住
の
山
脇

節
惠
さ
ん
が
６
月
11
日
、市
役
所
を
訪
れ
、

「
東
城
小
学
校
の
建
替
え
の
た
め
に
」と
１
億

円
を
寄
付
し
、木
山
耕
三
市
長
に
寄
付
の
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

山
脇
さ
ん
は
、昭
和
24
年
３
月
に
東
城
小

を
卒
業
後
、東
城
中
、東
城
高
に
進
学
。そ
の

後
東
京
で
、川
手
町
出
身
で
夫
の
修
三
さ
ん

（
故
人
）と
木
材
業
を
経
営
し
、４
年
前
に
広

島
市
へ
移
住
。昨
年
の
東
城
高
の
同
窓
会
で
、

母
校
の
改
築
工
事
の
こ
と
を
知
り
、「
私
た
ち

に
は
子
ど
も
が
い
な
い
の
で
、故
郷
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
寄

付
を
申
し
出
ま
し
た
。

木
山
市
長
は
「
大
変
あ
り
が
た
い
。山
脇

さ
ん
の
思
い
に
沿
っ
て
有
効
に
活
用
し
た

い
」と
述
べ
、感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
技
術
の
向
上
を
目
的
に
し
た
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
陸
上
競
技
教
室

お
よ
び
指
導
者
講
習
会
が
６
月
15
日
、庄
原

市
上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
、市
内
の
小
中
学
生
な
ど
83
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、短
距
離
・
長
距
離
・
ハ
ー
ド
ル

走
・
走
り
幅
跳
び
の

４
種
目
に
分
か
れ
た

後
、元
中
国
電
力
陸
上

競
技
部
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ポ
ラ
ー
ノ
派
遣
特

別
講
師
の
沖
野
剛
久

さ
ん
と
五
十
嵐
範
暁

さ
ん
か
ら
、実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。こ
の

日
は
、広
島
大
学
陸
上

部
と
庄
原
市
陸
協
の

皆
さ
ん
も
協
力
。各
種

目
の
基
本
的
な
体
の

動
か
し
方
や
リ
ズ
ム

の
取
り
方
な
ど
を
学

ん
だ
参
加
者
は
「
雨

の
中
で
も
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。今
日
習
っ

た
こ
と
を
陸
上
記
録

会
や
大
会
に
生
か
し

た
い
」な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、室
内
で
は
指
導
者
を
対
象
に
、広
島

陸
協
専
務
理
事
で
広
島
大
学
教
授
の
東
川
安

雄
さ
ん
が
「
発
育
・
発
達
小
学
生
の
指
導
」

と
題
し
て
特
別
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
降
り
続
き
ま
し
た
が
、み
ん

な
楽
し
み
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

健
康
と
福
祉
を
考
え
る
一
日

と
し
て
恒
例
と
な
っ
た
「
健
康

福
祉
ま
つ
り
」が
５
月
26
日
、庄

原
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
総

合
体
育
館
周
辺
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
健
康
や
体
力

チ
ェ
ッ
ク
、歯
科
相
談
の
ほ
か
、

整
体
や
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
の
無
料
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
な

ど
に
行
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。ま

た
、福
祉
機
器
な
ど
の
展

示
や
市
内
の
障
害
者
施
設
や
共

同
作
業
所
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
団
体
の
パ
ネ
ル
を
展
示
。ス

テ
ー
ジ
で
は
庄
原
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
女
性
部
に
よ
る
「
庄

原
ご
長
寿
音
頭
」や
庄
原
奇
術

ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
３
Ｂ
体
操
」や
「
笑
い
ヨ
ガ
」

な
ど
の
健
康
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

県
立
広
島
大
学
ダ
ン
ス
部
の

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
の
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー

も
行
わ
れ
、会
場
は
終
日
多
く

の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

■
企
業
概
要

社
名　

タ
ナ
カ
シ
ョ
ー
デ
ン
株
式
会
社

所
在
地    

庄
原
市
殿
垣
内
町
２
６
５
番
地

資
本
金　

１
千
万
円

事
業
内
容　

電
気
・
電
子
制
御
盤
製
造

従
業
員
数　

44
人

体力チェックする人

協定書に署名する木山市長と田中代表取締役（右）

山脇さん（左）に感謝状を手渡す木山市長

３Ｂ体操

長距離を練習する参加者

屋内展示コーナーの様子
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ぐるっと庄原カメラレポート

Report １ 挑戦者の熱き思いに触れる
県政知事懇談「湯﨑英彦の地域の宝チャレンジ・トーク」

Report ２ 山と森をとことん知る一日
ひろしま「山の日」県民の集い

Report ４ 訪れたい「道の駅」へノウハウを学ぶ
道の駅産直講演会が開催

市内のイベントやまちの話題をお届けします。

身近でホットな情報をお寄せください。

情報政策課広報広聴係

☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322　　

広島県知事が県内市町を
訪問し、地域で挑戦してい
る人の話を聞き意見交換な
どを行う、県政知事懇談「湯
﨑英彦の地域の宝チャレン
ジ・トーク」が６月８日、庄
原市を会場に開催されまし
た。

湯﨑知事は午前中、建設
業から参入して夏秋イチゴ
栽培に取り組んでいる㈱ひ
ばごんファーム（西城）を
訪れ、イチゴの栽培現場を
視察。その後、灰塚ダムへ

移動し、田総川漁業協同組合（総領）が試験的に取り組
んでいる稚アユの採捕・放流を視察し、それぞれ取り
組み内容や現状、今後の課題や目標などについて意見
を交わしました。

午後からは庄原市ふれあいセンターに会場を移し、
地域住民による事例発表と意見交換を行う懇談会が行

われました。
会場を埋める160 人が

来場する中、福島県いわき
市から口和町へ移住し酪農
を経営している福元奈津さ
ん、竹パウダーを活用した
コメ作りに取り組んでいる
山内自治振興区の事務局長
実安裕美さん、生徒会を中
心に“東城応援隊”を結成
しボランティア活動をして

いる東城高校２年の赤木琴絵さんと三上由貴さん、比
和伝統の牛供養田植の伝承活動などに取り組んでいる
比和中学校３年の井西みきさん、石川千尋さん、小田恵
里さん、陶山歩海さん、森繁かすみさんの計４組が、そ
れぞれの挑戦を約10 分間ずつ発表しました。

全体を通して湯﨑知事は「今日発表された皆さんは
人任せにするのではなく、
自分たちで何ができるか
を考えて、できることを少
しずつ取り組まれている
ところがすばらしい。この
機会を契機に、皆さんのよ
うに一人一人ができるこ
とをやってみようという
和が広がっていくことを
期待している」と話してい
ました。

ひろしま「山の日」県民の集いが６月２日、県内11 会場で開催
されました。

広島県が主催するこのイベントは、私たちの身近な森林への関
心を持ってもらおうと開催されているもので、今年で12 回目にな
ります。

この日、庄原会場となった「板橋さとやまの森」はあいにくの雨
となり、予定されていた板橋一心太鼓は中止となりましたが、木材
を使ってマスコット作りを行う森のクラフト教室やポニーの乗馬
体験、自生植物の自然観察会や炭だし体験などの多彩なプログラ
ムが行われ、参加者は山や森の大切さを感じながら、楽しんでいま
した。

なお、板橋さとやまの森は、ひろしまの森づくり県民税によって
整備されており、開催費用も一部この県民税が活用されています。

今年４月にオープンした「道の駅たかの」の直売所
を、より魅力のある売り場にすることを目的にした「道
の駅産直講演会」が６月24 日、高野支所で開催されま
した。

この講演会に、道の駅出荷者協議会の会員など約
100 人が参加。
「九州のムラ市場」や九州各地の直売所を支援してき

た中野幸浩さんから、農産物や加工品がどのようにし
たら売れるのか、またリピーターを増やすコツなど、人
気の直売所となるための販売ノウハウを学びました。

講演を聞いた手芸品を出荷しているという女性は
「この講演会で学んだことを生かし、道の駅へ商品をた
くさん出していきたい」と意気込んでいました。

Report ３ 地域の心一つに熱戦展開
年に１度の「口和体育祭」

口和自治振興区が主催する第８回庄原市口和体育祭
が６月16 日、口和総合運動公園で行われました。

朝から強い日差しが照りつける中、町内８地区から
約６５０人が参加し、９種目を競いました。

すべての種目で各地区から男女が出場するプログラ
ムが組まれ、１種目目から白熱の競技が展開されまし
た。小中学生リレーや○×ゲームなど子どもたちが出
場する種目には、ひときわ大きな声援が飛んでいまし
た。

最終種目の地区対抗リレーでは、手に汗握る展開に
会場がヒートアップ。この日一番の声援が飛び交って
いました。

▲クラフト教室の様子

▲中野さんの話を熱心に聴く参加者

▲びばごんファーム田盛健治代表取締役（左）から
説明を受ける湯﨑知事

▲ボール運びレース

赤木琴絵さん　　　三上由貴さん

福元奈津さん

湯﨑英彦広島県知事

　実安裕美さん

陶山歩海さん　石川千尋さん　森繁かすみさん　小田恵里さん　井西みきさん
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ぐるっと庄原カメラレポート

Report ５ 山間に響く田植え唄
伝統の布見作業田植え

地域の伝統芸能を後世へ引き継いでいくことを目的
に開催される布見作業田植えが５月18 日、比和町の布
見地域で開催され、約200 人の観光客が伝統的な田植
え行事を見物しました。

布見作業田植えは、軽快なリズムと独特の歌詞の田
植え唄が特徴で、かつて比和地域を訪れた芸術家岡本
太郎も、この作業田植えの風景に感銘を受けたといわ
れています。

この日は２頭の牛が代かきを行った後、県立広島大
学の学生など約30 人の早乙女が田んぼへ入り、田植え
を行いました。田んぼへ入るのが初めての学生も地元
の先輩早乙女から指導を受けながら、伝統の田植え行
事を体験。「庄原ならではの体験ができた。今後の勉強

に生かしたい」と、貴重な体験に満足そうに笑顔で答え
ていました。

Report ７

Report ９

ホタルを誘うやさしい音色

受診の仕方や対処法を学ぶ

ほたる見コンサート

小児医療学習会

ホタルが舞う時季に合わせ毎年行われている「ほた
る見コンサート」が６月21 日、総領保育所で開催され、
園児や保護者など約100 人が来場しました。

今年は、三次市吉舎町在住の野曽原静さん、海里さん
親子を招いての、バイオリンとピアノによる演奏が行
われました。二人は「星に願いを」などホタルを誘うよ
うなゆったりとした曲を中心に５曲を披露。園児たち
は時折メロディーに合わせて手拍子したり一緒に歌っ
たりして、演奏を楽しみました。

コンサート終了後には、みんなでフォトフレーム作
りに挑戦。自宅から持ってきた写真に合うように、親子
で協力して作成しました。

この日は、あいにくの雨でホタルを見ることはでき

ませんでしたが、やさしい音色に包まれた会場で、楽し
いひと時を過ごしていました。

皮膚疾患に関する不安や悩みを尋ねていました。
これまで数回参加したことがあるという女性は「前

回、病院での受診の仕方を教わりとても役立った。今回
も今話題のマダニの話もあり、新たな情報も得られる
ので今後も参加していきたい」と話していました。

庄原の小児医療を考える
ひだまりの会が主催する「小
児医療学習会」が６月13 日、
庄原市ふれあいセンターで
行われました。

本年度第１回目となるこ
の学習会に、子育て中の女性
33 人が参加しました。

この日は、広島市の西山皮
ふ科アレルギー科院長の西
山成寿医師が、「親子で楽し

くスキンケア」と題し講演。西山医師は、子どもの皮膚
疾患に対する対処方について、症状を見分けるポイン
トや治療の受け方、予防法などをやさしい語り口で説
明。参加者はうなずきながら真剣に耳を傾けていまし
た。学習会後には西山医師を囲んでの懇親会が行われ、
おやつを食べながらの和やかな雰囲気の中、子どもの

Report ６

Report ８

言葉と文化を越えて交流を深める

多くの来場者とともに登山者の安全を祈願

東城高と台湾の生徒が初交流

比婆山・道後山山開き

両校は今年１月、姉妹校提携を結んでいて、今回が初
めての交流となります。

歓迎会では東城高生徒会長の石岡舞子さん（３年）
が英語で歓迎のスピーチを行い、三民高級中の生徒は
英語と流ちょうな日本語で「皆さんと仲良くなりたい」
とスピーチしました。

その後、東城高の女子生徒約40 人が「よさこいソー
ラン節」を披露し、三民高級中の生徒は日本でもなじみ
ある曲を歌いダンスを披露しました。

歓迎会のあとは、東城高の生徒が「三楽荘」など東城
町内を案内しました。

案内役の生徒は「言葉を伝えるのはなかなか難しい
けど、友だちになりたい」と笑顔で話していました。

台湾の新北市立三民高級中学の生徒21 人が５月16
日、東城高校を訪れ、東城高の生徒97 人と交流を深め
ました。

神話の里くまの自治会と西城町観光協会が主催する
「比婆山山開き」が５月26 日、竜王山駐車場で行われま
した。

この日は子ども連れの家族や夏山登山の登山客のほ
か、備北商工会と交流がある佐伯区五日市からも約40
人が訪れ、合わせて約600 人の来場者でにぎわいまし
た。

安全祈願の神事から始まり、神話の里くまの自治会
の田植え踊り、西城川子ども太鼓の演奏、西城町神楽愛
好会による奉納神楽の後、大黒さまの福餅まきで締め
くくりました。

来場者は120 食用意されたバーベキューセットを
囲んだり、ゴギの塩焼きや押花せんべいなどの地元産
品を食したりしながら、楽しいひと時を過ごしました。

また、6 月16 日には三坂住民会と西城町観光協会主
催による道後山山開き・つつじ祭りが開催され、登山
客を含め市内外から約500 人が来場。会場の月見ヶ丘
は新緑が映え、鮮やかに咲いたヤマツツジが来場者を
出迎えました。

催事は、安全祈願神事、三坂住民会女性会による民謡
と続き、西城川太鼓が迫力の演奏を披露。登山者が足を
止めて見入る姿も多くみられました。

府中市から訪れた男性は「道後山や比婆山は初心者
でも登りやすいので何度も訪れている。山開きは欠か
さず来ていて、今回も楽しみにやってきた」と笑顔で話
していました。

▲丁寧に苗を植えていく早乙女たち

　▲コンサートの様子

　▲神話の里くまの自治会による田植え踊り（比婆山山開き）

　▲西城川太鼓が山腹に響き渡る（道後山山開き）

▲歌を披露する台湾三民高級中の生徒

▲講演する西山医師

▲西山医師を囲んでの懇親会
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皆
さ
ん
の
ご
来
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す
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●
口
和
会
場　

７
月
31
日
㈬
19
時
～

口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
高
野
会
場

８
月
１
日
㈭
19
時
30
分
～

高
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
西
城
会
場　

８
月
２
日
㈮
19
時
～

ウ
イ
ル
西
城

●
総
領
会
場

８
月
７
日
㈬
19
時
～

総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
会
場　

８
月
23
日
㈮
19
時
～

東
城
支
所

●
比
和
会
場　

８
月
27
日
㈫
19
時
～

比
和
文
化
会
館 

●
庄
原
会
場　

８
月
28
日
㈬
19
時
～

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
３

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
人
形
劇

チ
ャ
ハ
ハ
丸
と
ヘ
ヘ
ヘ
丸

　

～
忍
法
ツ
ヨ
ク
ナ
ル
の
巻
～

　

元
気
な
チ
ャ
ハ
ハ
丸
と
す
っ
と

ぼ
け
た
ヘ
ー
助
が
怪
物
を
相
手
に

大
活
躍
！
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
大
笑
い
の
操
り
人
形
劇

で
す
。

と
き　

７
月
19
日
㈮　

19
時
～
20
時
（
18
時
45
分
開
場
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン

タ
ー

観
賞
料
（
４
歳
以
上
）　

前
売
り 

１
０
０
０
円

当
日 

１
２
０
０
円

※
観
賞
券
は
ジ
ョ
イ
フ
ル
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
×
２
す
る
感
動
を
親
子

で
味
わ
う
会
代
表
石
原
晴
美

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
９
３
０

女
性
児
童
課
女
性
子
ど
も
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

消
防
職
員
採
用
試
験

　

備
北
地
区
消
防
組
合
で
は
、消

防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

５
人
程
度

受
験
資
格　

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。学
歴
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日　

第
１
次
試
験　

９
月
22
日
㈰
９
時
～　

第
２
次
・
第
３
次
試
験

10
月
お
よ
び
11
月
の
予
定

試
験
場
所

第
１
次
試
験　

県
立
み
よ
し
公
園

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

第
２
次
・
第
３
次
試
験

未
定

試
験
内
容　

第
１
次
試
験

一
般
教
養
、消
防
適
性
検
査
Ａ

第
２
次
試
験

集
団
面
接
、作
文
、体
力
検
査

第
３
次
試
験　

個
人
面
接

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

募
集
要
項　

　

備
北
地
区
消
防
組
合
の
各
消
防

易
書
留
郵
便（
黄
色
の
封
筒
）で
世

帯
主
宛
て
に
発
送
し
ま
す
。８
月

１
日
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
で
受

診
す
る
際
は
、新
し
い
保
険
証
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。ま
た
、有
効
期

限
の
切
れ
た
保
険
証
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、国
民
健
康
保

険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で

す
。市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

署
で
直
接
受
け
取
る
か
、備
北
地

区
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.119-bihoku.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
９
５
７
３

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
は
、７
月
31
日
㈬
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈭
か
ら
有
効
と
な
る

新
し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に
簡

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

肢
体]
７
月
18
日
㈭

受
付

　
13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
身
体
　
８
月
12
日
㈪

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

７
月
18
日
㈭
・
８
月
22
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

７
月
26
日
㈮
・
８
月
23
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

７
月
16
日
㈫
・
８
月
20
日
㈫

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

８
月
21
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

７
月
16
日
㈫
・
８
月
６
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

８
月
１
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

８
月
13
日
㈫

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き　

８
月
８
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き　

８
月
７
日
㈬

９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
５
７
２

認
知
症
介
護
予
防
講
座

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
の

町
を
」を
テ
ー
マ
に
、講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

｢

認
知
症｣

の
最
先
端
の
話
と
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
支
援
体
制
づ
く
り

「
熊
本
方
式
」を
学
び
、庄
原
市
の

こ
れ
か
ら
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き　

７
月
27
日
㈯

13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

第
一
部　

講
演

講
師　

池
田　

学
さ
ん

　

熊
本
大
学
大
学
院
生
命
科
学

　

研
究
部
・
神
経
精
神
科
教
授　

第
二
部　

対
談

池
田　
　

学
さ
ん

和
田　

行
男
さ
ん

　

大
起
エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
プ

　

ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

問
い
合
わ
せ

医
療
法
人
社
団
聖
仁
会

介
護
老
人
保
健
施
設　

愛
生
苑

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
８
６
８
６

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
６
５

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　

今
年
で
終
戦
か
ら
68
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。被
爆
体

験
を
語
ら
れ
る
方
が
少
な
く
な
る

中
で
、被
爆
体
験
を
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
た
め
、広
島
市
か
ら

川
本
省
三
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま

す
。昭
和
20
年
８
月
６
日
を
忘
れ

ず
、風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と
き　

７
月
24
日
㈬

18
時
30
分
～

と
こ
ろ　
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
師　

川
本　

省
三
さ
ん

演
題　
「
被
爆
体
験
に
つ
い
て
」

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
３

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

「
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ
ス
タ
ー
展
」

　

２
歳
で
被
爆
し
、10
年
後
に
白

血
病
で
亡
く
な
っ
た
佐
々
木
禎
子

さ
ん
の
一
生
を
通
し
て
、原
爆
の

被
害
と
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る

ポ
ス
タ
ー
展
で
す
。

と
き　

８
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

８
時
30
分
～
18
時

と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

※
最
終
日
の
９
日
㈮
は
13
時
ま
で

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
３

自衛官を募集します～平和を仕事にする～

問い合わせ
　自衛隊三次地域事務所　☎０８２４‐６２‐０３５０
　総務課行政係　　　　　☎０８２４‐７３‐１１２３

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

航空学生
（パイロット）

18歳以上
21歳未満
(高卒見込み)

8月1日
～

9月6日

１次：９月21日、
２次：10月12日～17日の
うち指定する１日、
３次：11月９日～12月12
日のうち、指定する１日

一般曹
候補生

（自衛官）

18歳以上
27歳未満

8月1日
～

9月6日

１次：９月16日、17日の
うち指定する１日
２次：10月５日～11日の
うち指定する１日

自衛官
候補生

男子 随　時 受け付け時にお知らせし
ます

女子
8月1日

～
9月6日

９月22日～26日のうち
指定する１日

※待遇・給与など詳しくは、三次地域事務所にお気軽にお問い
合わせください。

  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 2627 ｜２０１３．７月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

夏
ま
つ
り

　

公
園
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
え

ば
「
夏
ま
つ
り
」。今
年
は
７
月
20

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
開
催
し
ま

す
。夏
休
み
の
自
由
研
究
や
宿
題

に
ピ
ッ
タ
リ
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

※
「
夏
ま
つ
り
」の
イ
ベ
ン
ト
詳

細
は
、電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

触
れ
て
観
察
　
　
　
　
　
　
　

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
！　
　
　

今
年
は
ド
ー
ム
内
に
　    

　
　

「
ク
ワ
ガ
タ
エ
リ
ア
」が
登
場
!!

　

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
“
カ

ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
”が
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
!!

　

ド
ー
ム
内
に
“
ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
”が

観
察
で
き
る“
ク

ワ
ガ
タ
エ
リ
ア
”

が
新
登
場
し
ま

す
。

　

今
年
は
カ
ブ

ト
ム
シ
と
合
わ

せ
て
、ク
ワ
ガ
タ

ム
シ
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。６
月
下
旬
か
ら
発
生
を
確
認

し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
８
月
に
か

け
て
次
々
に
発
生
す
る
見
込
み
で

す
。こ
の
ド
ー
ム
の
最
大
の
特
徴

は
、カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
に

触
れ
て
観
察
で
き
る
こ
と
で
す
。

虫
た
ち
の
力
強
い
動
き
を「
体
感
」

し
、身
近
な
自
然
を
実
感
し
て
く

だ
さ
い
。

公
開
期
間　

８
月
18
日
㈰
ま
で
（
予
定
）

※
カ
ブ
ト
ム
シ
の
発
生
状
況
に
よ
っ

て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
ド
ー
ム
内
に
は
閉
園
の
１
時
間

前
ま
で
入
れ
ま
す
。

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
森　

※
最
寄
り
駐
車
場
は
第
７
駐
車
場

公
園
で
水
遊
び
　
　
　
　
　
　
　

新
登
場
！「
水
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」、

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

　

大
芝
生
広
場
野
外
ス
テ
ー
ジ
に

ふ
わ
ふ
わ
遊
具
と
水
遊
び
が
一

緒
に
楽
し
め
る
「
水
遊
び
コ
ー

ナ
ー
」が
登
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、“
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
”

は
公
園
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
あ

る
プ
ー
ル
池
で
、水
が
流
れ
て

い
る
“
せ
せ
ら
ぎ
ス
ペ
ー
ス
”

と
水
が
流
れ
込
む“
水
あ
そ
び

ス
ペ
ー
ス
”が
あ
り
ま
す
。最
も

深
い
と
こ
ろ
で
も
約
30
㌢
で
幼

児
か
ら
小
学
生
ま
で
楽
し
く
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。キ
ャ
ン

プ
場
利
用
の
方
だ
け
で
な
く
公

園
利
用
の
お
客
さ
ま
も
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。キ
ャ
ン
プ
場
内

に
専
用
駐
車
場
も
あ
る
の
で
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、

大
芝
生
広
場
の
“
び
っ
く
り

シ
ャ
ワ
ー
”も
大
人
気
で
す
。

「
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
」　

開
催
期
間

７
月
13
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

イベント盛りだくさん！！

夏まつり
７月20日(土)～８月31日（土）

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国･

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る
各

種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を
支
援

し
ま
す

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
を
、在
宅
で

介
護
し
て
い
る
方
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、慰
労
金
を
支
給
し
ま

す
。

『
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金
』

◆
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
高

齢
者
を
、平
成
25
年
２
月
１
日
～

７
月
31
日
の
期
間
中
に
、在
宅
で

介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、現
に
居

住
し
て
い
る
人

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

③
在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
あ
る
人

◆
支
給
額　

在
宅
で
介
護
し
た
月

数
に
応
じ
て
、月
額
５
千
円
。（
医

療
機
関
、介
護
保
険
施
設
な
ど
に

月
の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま
で
入

院
、入
所
し
て
い
た
月
は
除
く
）

◆
申
請
期
間

　

８
月
１
日
㈭
～
21
日
㈬

◆
支
給
の
時
期

　

９
月
下
旬
に
、ご
指
定
の
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す
。

『
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
特
別
慰

労
金
』

◆
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

申
請
書
の
提
出
年
度
の
市
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
で
、か
つ
、次
の
要

件
す
べ
て
に
該
当
す
る
高
齢
者

を
、在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同
居

家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

○
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

の
要
件
に
加
え
て
、原
則
１
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
人
で
、申
請
書
の
提
出
年

度
の
市
民
税
が
世
帯
非
課
税
の
人

◆
支
給
額　

在
宅
高
齢
者
一
人
に

つ
き
、年
額
10
万
円
。

◆
申
請
お
よ
び
支
給
の
時
期

　

随
時（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
な
か
っ
た
期
間
が
１
年
に
達
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に

申
請
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の
■

①
慰
労
金
支
給
申
請
書
（
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
な
ど
の
確
認
印
が

必
要
で
す
）

②
口
座
振
替
依
頼
書
（
す
で
に
提

出
し
て
い
る
方
は
不
要
）

③
印
鑑

※
①
、②
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護

保
険
係
、各
支
所
市
民
生
活
室
保

健
福
祉
係
、市
内
の
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

全
国
大
会

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
７
月
26
日
～
28
日
・
神
戸
総
合
運

動
公
園
体
育
館
）

バ
ン
ビ
の
部

（
小
学
２
年
生
以
下
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

桑
原　
　

光（
板
橋
小
２
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育　

大
会
卓
球
競
技
大
会

（
７
月
28
日
～
８
月
２
日
・
北
九
州

市
立
総
合
体
育
館
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

堀
田
真
奈
美（
近
大
附
属
広
島
高

福
山
校
３
年
・
上
谷
町
）

山
本
亜
由
美

（
府
中
東
高
２
年
・
川
北
町
）

県
大
会

広
島
県
高
等
学
校　
　
　
　

卓
球
選
手
権
大
会

（
５
月
11
日
～
12
日
・
広
島
市
安
佐

北
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位　

山
本
亜
由
美

（
府
中
東
高
２
年
・
川
北
町
）

第
５
位

堀
田
真
奈
美

（
近
大
附
属
広
島
高
福
山
校
３
年
・

上
谷
町
）

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会　

広
島
県
予
選

（
６
月
９
日
・
府
中
市
総
合
体
育

館
）

バ
ン
ビ
の
部

（
小
学
２
年
生
以
下
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝　

桑
原　
　

光（
板
橋
小
２
年
）

カブトムシドーム

　びっくりシャワー
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お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

休日診療のご案内

時悠館　  ☎ 08477-6-0161

開館 ： ９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

石匙（いしさじ）

このつまみのついた石器は、縄文時代の代表的な石器の一つで、
石匙と呼ばれています。名前に匙が付いていますが、今のようなス
プーンではなく、物を切ったり、動物の皮などを剥いだりするナイ
フのような道具です。

つまみの部分を上側にして見ると、両側または片側に刃がつく
縦長のもの（縦型）と、下側に刃がつく横長のもの（横型）がありま
す。最初は縦型と横型の両方の石匙がみられますが、約5,000 年前
の縄文中期以降になると、次第に横型の石匙が多くなってきます。

同じナイフのような機能を持ち、刃器やスクレイパーと言われ
るつまみのない石器も一緒に使用しているのに、なぜ石匙はつま
みをつけているのでしょうか。そのヒントがあります。東北地方の
遺跡から、つまみのくびれ部にアスファルトが付着したものや、ひ
もが付いたものが出土しています。東日本ではアスファルトは接
着剤として利用されており、石ぞく（やじり）を矢柄に固定するた
めに使われています。石匙はつまみをひもで縛り、接着剤（西日本
では、にかわなど）で外れないようにして、携帯用の石器としたの
ではないかと考えられています。狩猟などの外での作業に持って
行ったのでしょうか。

７月・８月の休日診療については、次のとおりです。
●東城地域

●庄原地域
　庄原市休日診療センター　☎0824-72-9900

７月～８月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○夏休み木工教室
　～懐かしい物づくり～竹とんぼ　ほか
　とき　７月27日（土）、28日（日）10：00～15：00　
　参加費　300円～
　※当日随時受け付け　

▶展示・催し物
○土曜夜市
　「懐かしい屋台とゲーム」
　とき　８月３日（土）18時～21時
○中国物産展
　とき　８月２日（金）～18日（日）　　　

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

世界児童画ライブラリー作品展
とき　８月８日(木)～10日(土)10時～17時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課医療予防係 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。
　本年度から血液製剤の安全性、製造効率、医療機関の需要の観点
から、400ml 献血限定で実施します。
　皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

７月25日（木） 口和文化ホール
（ヒューマンライツ）

10時～11時30分

12時30分～15時

7月14日（日）細川医院 ☎08477-2-0054
15日（月）東城病院 ☎08477-2-2150
21日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
28日（日）日伝病院 ☎08477-2-2180

8月 4日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

☎ 0824-75-4411

　西城地域の屋内温水プール「水夢」では、７月から９月にかけて
べビースイミング教室が行われます。
　水中運動は消費カロリーの高い全身運動です。肩まで水につか
ると体重は通常の10 分の１になるため、足腰への負担も少ないと
言われています。次のような効果が得られます。

①水中での浮力を利用して上下・前後・左右すべての空間を自在
　に利用でき、子どもの空間認知能力を高めることができます。
②心肺機能を高め、風邪をひきにくくする身体づくりへもつな
　がります。
③水の浮力を利用して、身体を水に浮かせることによるリラク
　ゼーション効果があります。
④水中で子どもを抱っこした
　り支えたりすることで、産後
　のお母さんの筋力アップ、　
　シェイプアップにつながり
　ます。
⑤温水プールなので、赤ちゃん
　にも適温で、熱中症の心配も
　ありません。

　昨年度は43 組が体験し、大好評でした。首が据わってから３歳
までの子どもとその保護者が対象です。ぜひ、一度体験してみてく
ださい。
問い合わせ：西城支所市民生活室☎0824-82-2202
　　　　　　西城教育室☎0824-82-2445

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成25年５月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

母子保健コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

７月・８月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

なぜ、19 日が「食育の日」？
食育の「育」という言葉が、「１９」という数字を連想させ、「食育」

の「食」という言葉も「しょ→初→１、く→９」ということで「１９」
を連想させ、さらに国の食育推進会議の第1 回が19 日に開催した
ことから定められました。

食育の日である毎月 19 日には、

など、生活の基本である食生活を考える日にしてみませんか。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３９，１８１人（前年比－３４０人）　
男　　１８，５２７人（前年比－２３１人）　
女　　２０，６５４人（前年比－１０９人）　
世帯数　１５，９９６世帯（前年比＋９４世帯）
[うち外国人]

人口　２８３人（前年比－４２人）
[各地域の内訳]
○庄原地域　１９，０３３人（７，８４３世帯）
○西城地域　３，９７０人（１，５２７世帯）
○東城地域　８，８０１人（３，７６６世帯）	
○口和地域　２，２３２人（８３２世帯）	
○高野地域　２，０１１人（７１０世帯）
○比和地域　１，５９８人（６５６世帯）
○総領地域　１，５３６人（６６２世帯）

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課業務係　　☎ 0824-73-1197

と　き　７月 22 日（月）12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　達

た っ か

家　雅
ま さ あ き

明（尺八）
　　　　中

な か む ら

村あゆみ（箏）
曲　目　明鏡・風の歌

広報日記

　今月は比婆道後帝釈国定公園を紹介しましたが、
このエリアは見どころ、観光スポットがあり過ぎて
紹介しきれませんでした。今回取材して改めて分
かったことは、庄原市には魅力がたくさん詰まって
いるということ。また、それに気づいていないことで
す。近くにこんなに魅力ある場所がある、ということ
を大いに自慢しましょう。そのためにも、ご紹介した
場所にぜひともお出かけいただきたいと思います。
　さて、広報しょうばらが今号で100 号を迎えまし
た。読者の皆さんいつもありがとうございます。今後
も広報しょうばらをよろしくお願いします。

▶達家雅明…大阪府生まれ。新芳山、川村泰山両氏に
師事。都山流尺八師範。大阪大学大学院医学研究科修
了（医学博士）。県立広島大学教授。
▶中村あゆみ…広島県生まれ。箏・三絃を永田文子、
深海さとみ両氏に師事。生田流宮城社教師。東京芸術
大学卒。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。

★毎月20日が出店申込締め切りです。

★申し込みは交流サロンラッキー

　　　　　　☎ 0824-72-0075 まで

と   き　８月９日（金）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

８月

 
引き取り日 時間 場所

庄原
地域

毎月第２ ・ ４水曜日

７月１０日・２４日

８月１４日・２８日

９：００～　９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

親子で水と親しもう
～ベビースイミングに挑戦してみませんか？～

地
産
池
消
の
料

理
や
郷
土
料
理

を
楽
し
む

家
族
そ
ろ
っ
て

食
事
を
す
る

減
塩
に
心

掛
け
る 感

謝
の
気
持
ち
を

込
め
て「
い
た
だ

き
ま
す
」「
ご
ち
そ

う
さ
ま
」を
言
う朝

食
を

と
る
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『庄原市地産池消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産池消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

庄原の食材を扱うお店を応援します！
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昨
年
の
初
夏
、
口
和
の
と
あ
る
場

所
で
、
最
近
見
か
け
る
こ
と
が
無

か
っ
た
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
を
発

見
し
ま
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
若
か
り
し
小
学
生
の

こ
ろ
、
夏
休
み
の
研
究
で
探
し
回
っ

た
よ
う
な
思
い
出
が
・
・
・
。

　

私
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
に
未
来
を

託
す
の
と
同
じ
よ
う
に
、
全
部
の
卵

が
か
え
り
、
命
の
連
鎖
が
続
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

堂
前　

和
也
（
三
次
市
）

応
募
方
法

　

写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。風
景

写
真
は
も
ち
ろ
ん
人
物
写
真
で
も
結

構
で
す
。あ
な
た
の
好
き
な
庄
原
市

の
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、こ
の
写
真
へ
の
思
い
や
撮

影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
２
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

庄
原
市
情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
９

メ
ー
ル

koho@
city.shobara.hiroshim

a.jp
国営備北丘陵公園　

湖畔レストハウス
所　上原町１３００
☎　０８２４－７２－７２１１
営　（４月～６月、９月～10月）９時30分～17時
　　 ※春まつり、秋まつり期間以外は土日のみ営業
　　（７月～８月）９時30分～18時
　　 ※７月20日までは土日営業、以降は８月31日まで毎日営業
　　（11月）９時30分～16時30分※土日祝のみ営業
休　月曜日（春、夏、秋まつり期間は無休）・12月～３月
㏋　http:www.bihoku-park.go.jp
　　http:www9.ocn.ne.jp/~gws/

取り扱う市内産食材

▶▶▶　店主の長谷川奉
ともふみ

史さんに聞きました。

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
　当店では開業から今まで庄原産の米を提供していま
す。丘陵公園で開催されたライブの食事にも庄原産の米
を使用しており、スタッフの方々から大変おいしいと好
評を頂いております。丘陵公園に来られた方に庄原のお
いしい物をＰＲするため、この機会に登録しました。

お店の推進店としてのこだわりは？
　湖畔レストハウスは、丘陵公園の１番の人気スポット
である大芝生広場のすぐ近くにあり、家族連れの方に人

気です。和牛の焼肉セットからラーメン定食、カレーと
いった幅広いジャンルのメニューで庄原産のお米を提
供するほか、冷やしトマトラーメンといった季節限定メ
ニューに庄原の食材を取り入れています。

皆さんへ一言
　丘陵公園のイベント開催にはイベント会場で串焼き、
お弁当、ラーメン、焼きそばといったメニューをテント販
売しております。丘陵公園にお越しの際にはお気軽に手
ぶらでお越しください。 ▲冷やしトマトラーメン（800円）

米、野菜、肉、果実など

（平成 24 年６月 16 日撮影）
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